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東日本大震災後の心のケアについて
～アニマルセラピーのアプローチを学ぶ～

講師　アローン・ワッサーマン博士

　こんにちは。ここにこられて大変嬉しく思って

おります。

　本日、お話しすることは、過去15年間、私のク

リニックで経験したことをベースにしております。

私は、大学で動物介在療法を教える傍ら、防衛

軍のリハビリ部署から送られてくる患者さん、一

般の子どもから大人までを対象に、いろいろなセ

ラピーをしています。また、患者さんには、日常

的な小さな問題を抱えている方から、重篤なPTSD

や強迫症状を呈する方までおります。

　本日のプレゼンテーションでは、犬などを使っ

たアニマルセラピーについて紹介します。特に、

セラピー犬としての犬の役割、患者さんにどう貢

献するかについてお話ししたいと思います。

　ここに写っている犬は、私の共同セラピストで

あるナラという名前の犬です。私はもう一匹の犬

も飼っていますが、ナラには心からお礼を言いた

いと思います。ナラは私のベストフレンドです。

このペットの力によって、私の仕事の多くがなさ

れています。

　さて、私は、イスラエルという国から来ました。

イスラエルは、人口約800万人、日本の1億2300

万人と比べると小さな国です。面積も、約

20,000�km2です。ユダヤ人が75％、アラブが20％、

その他の人たちがいます。公式言語は、ヘブライ

語、アラビア語、英語です。私たちの民族的な特

徴として、心理学者が非常に多いことがあげられ

ると思います。有名な心理学者としては、フロイト、

エリクソン、マズローなど、皆さんもご存知ですね。

これらはユダヤ人で、伝統的なセラピーをした人

ですが、アニマルセラピーを先進的に行っている

心理学者もほとんどがユダヤ人です。

　ご存じのように、イスラエルには治安的な問題

があります。戦争やテロ攻撃に一般市民も巻き込

まれることがあます。そこに、PTSDの問題が生じ

ます。

　このスライドは、DSMの不安障害の分類です。

PTSDは不安障害の一つであります。PTSDの問題

は誰でも持つような問題で、いろいろな要因によっ

て起こります。今回はその中でも情緒的ストレス

に関わることをお話ししたいと思います。

　私たちが、一番気にしなくてはならないことは、

通常の生活をしているときに、通常でないことが

起こったときに、重篤なPTSDが起こるということ

です。

　PTSDは以下の事からなります。何度も思いだし

たり、夢を見たりする体験です。あるいは、トラ
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ウマを思いださないように日々それを努力すること

もあります。例えば、バスの中で爆発が起きたと

きに、我々はバスに乗ることも拒否し、バスの横

さえ通れなくなります。その他、持続的な過覚醒

があります。不安レベルが高いために休息を取れ

ない。うつ状態や認知障害が生じることもあります。

　今回の東日本大震災も、日常生活の中で突然生

じたものです。地震によって津波が生じることは

よく知られていますが、今回、その津波によって

多くの方が犠牲となり、PTSDを発症しました。

　このスライドは、アニマルセラピーによるストレ

スマネージメントについて説明するものです。こ

こでは人と動物の絆についての理解について書い

てありますが、バイオフィリア仮説といわれるも

のです。この形は、人間が動物と共存することを

示しています。同じ環境にいる動物のシグナルや

表情を読み、自分が安全なのか、脅威なのかを読

み取ることがベースになっています。バイオフィ

リア仮説が意味をしているのは、動物が安心して

休息しているときに、人間も自分たちの安心や安

全、癒しにつながっていることです。

　この図で分かるように、患者が動物に与える影

響、そして動物が患者に与える影響の相互の関係

があります。ですから、患者が落ち着いていると

きは、動物も落ち着いています。患者が落ち着い

ていないと、動物も落ち着かず、状況が変わって

きます。

　それでは、どの動物がセラピーに適しているの

でしょうか。いろいろな可能性がありますが、コ

ミュニケーションという点では、サルや馬などで

も可能性はありますが、犬が一番です。

　まず、最も重要なのは、犬は猫とは違い、ト

レーニングができ、セラピーの文脈にその行動を

合わせることができることです。また、犬は身体

的サイズが人間にちょうどいい。イルカや猿と違っ

て、数も多い。彼らは人間と関わったり触られた

りするのを喜びます。私は犬を飼い始めて、クリ

ニックに犬を連れていくことに何のためらいもあり

ませんでした。ケージに入れる必要もありません。

犬は、本当の意味で共同のセラピストなのです。

　私のクリニックでは、患者さんは犬を連れて道

路に出ます。ここで、患者さん、セラピスト、犬

というコミュニケーションの三角形を作っているこ

とが分かります。この三角形はセラピーの目的に

リンクしているのです。

　例えば、バスに関連してPTSDが生じた場合、

患者さんにとってバスでの移動は大変ですが、そ

ういうときに、犬が患者さんと一緒に乗ることで、

患者さんが安心してバスに乗れる場合があります。

患者さんが興奮しているとき、犬が動くことで、

患者さんはそっちに注意をそらされ、結果的にバ

スへの不安を回避できるのです。犬は患者さんの

日常の行動に影響を受けます。もし患者さんの状

態が後退しているときは、犬と遊ぶだけのプレイ

セラピーがあっているかもしれません。セラピス

トがモデリングをすることで、犬と一緒で遊ぶこと

で、いい影響を患者さんに与えることがあります。

　次に、PTSDの患者さんのニーズに関して話した

いと思います。PTSDの予防ということでも大切で

す。

　今、世界中に、自然災害から人を助ける救助犬

がいます。セラピー犬が癒しのためにいるのとは

異なり、救助犬は何かのときにすぐに近くにいる

必要があり、それは本当に大変です。それとは対

照的に、私のクリニックでは犬と人は一緒にいて、

リラックスしています。

　もし、PTSDを発症した場合は、犬の存在は有

用です。特に人による攻撃（イスラエルではしば

しばあります）の場合、患者さんには犬を飼うよ

う勧めます。ただし、犬はお金で買ってはいけま

せん。もらってきなさいとアドバイスします。

　患者、犬、セラピストの3者間のコミュニケー

ションの中でも、患者さんの感情への犬の反応は

大切です。なぜなら、ほとんどのPTSDの患者さん

はすぐに泣き、そのような反応に対して犬は自発

的にアプローチします。患者さんの膝の上に自分

の頭を乗せたり、同情的アプローチをします。人

間のセラピストは言葉以外で表現しても、心理療

法では身体的接触はできません。犬は触れられる

ことが重要です。私の犬は、私に代わって、私自
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初は少年の話です。少年は非常に精神的な打撃

を受けた子どもです。もう一人は50代の男性で、

自爆テロの記憶から抜け出せない大人です。

　まず、その少年ですが、名前をジョーといい、

6歳で知的に高く、ハンサムな男の子でした。治

療を開始する1年前に父親を交通事故で亡くして

いました。彼の家族は、双子のきょうだいと、母

親です。母親は非常に熱心な人ですが、ジョーの

行動をコントロールするのが難しいと考えていま

した。家族は、治療が始まる3か月前に、新しい

家に転居していました。

　ジョーの何が問題かというと、まず、悲しみと

怒り、それらの情動や行動をコントロールするこ

とがむずかしかったことです。彼は、自分の感情

を抑えることができなかったので、母親、きょう

だい、セラピストに対して、「君たち何をしたい？」

と常に言っているような感じでした。社会的な部

分では、他の子（男児）に対して無理矢理欲求

を押し付けるために暴力を振るいました。家族に

は、敵意を言葉や行動で表現しました。自分の感

情を抑えられないので、母親にも不遜な言葉を使

い、手が出ることもありました。きょうだいには、

体でぶつかっていくこともありました。

　母親は、彼が衝動的で集中ができないことを心

配し、心理士の所に彼を連れて行きました。しか

し、3回で通うのを辞めてしまいました。彼が行き

たくないと言ったからです。しかし、私のクリニッ

クに犬がいるから行こうよと母親が誘ったところ、

彼は私の所に来ることになりました。

　分かってほしい重要な点は、犬がいなかったら、

最初から彼は私の所には来なかったということで

す。犬がいたから、セラピーが成立したのです。

最初、ジョーは私に全く関わろうとしなかったし、

何を聞いても答えようとしませんでした。ナラと

急に遊びだしましたが、とても乱暴で、私は少し

驚きました。

　ちょっとそこにいるクロに来てもらえますか（会

場でおとなしく待っていた黒柴のクロを壇上に上

げる）。これがクロです。こうやって犬を揺らす。

少しラフに（リードを少し引っ張り、揺らす）。こ

身が患者さんを抱きしめているようだと表現する

人もいる。

　多くのPTSDの患者にとって、心理士の所に行く

のは大変おっくうな問題です。しかし、患者さん

が、私のところに来て私の犬を見たとたんに急激

に不安レベルが下がります。患者さんは、多くは

トラウマの後、最悪な状況を否定します。しかし、

良かれ悪しかれ、犬はあっという間にそれを表現

させるのです。犬をコントロールすることが大切

なときに、犬を調教させることがいいことがありま

す。また、患者さんが話している最中に犬を撫で

ることも、部屋の中ではリラックス効果をもたらし

ます。

　一般的に、生きた動物に触ったり側にいること

が、私たちの感情を引き出すことになります。動

物は、人間の状況と関係なく、受け入れてくれる

のです。信頼感や安心感、安全な気持ちを我々

に与えてくれるのです。私たちが触ったり、共感

したり、考えられる付加価値をもっているのです。

いずれにしても、私たちの間に愛情が存在するこ

と、それが素晴らしいのです。

　それでは、ここまでの私の話の中で、質問があ

る方はおられますか？

　「素人ですが、とてもためになるお話をありがと

うございました。もう少しイスラエルの人と動物の

関係について知りたいのですが、日本だとペット

は、普通のお店で販売しています。また、動物を

管理する人がいないと、殺処分されることもあり

ますが、イスラエルは日本と同じなのでしょうか？」

　ご質問ありがとうございます。イスラエルでは

10％の人がブリーダーから犬を買っています。

90％は、シェルターから引き取っています。私た

ちは犬をシェルターからもらってくるのがほとんど

で、家族で行って、それを引き取ってくるのです。

　ご質問はありませんか。その他、ご質問がなけ

れば、これから私がどうやって犬とセラピーをし

ているかを具体的にお見せしたいと思います。

　これから、2つのケースをお話ししますが、最
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こではやりませんが、ジョーは、犬を抱いてごろ

ごろ転がったりしました。そして、20分後には、

急に「お母さん、帰ろう」と言って、そのままド

アを開け放ち、帰ってしまいました。それが、彼

との最初の出会いでした。

　そして、次から、彼はナラについての話には耳

をかすようになりました。外に出て、ナラをトレー

ニングすることにしたのです。だいたい犬と歩い

ていると、犬は臭いをかぐものですが、犬が何か

の臭いをかぐ行動をしたら、犬を引っ張ります。

まず、セラピストがモデルになって、ゆっくりリー

ドを引きました。また、外に出れば、遊び場で他

の友達に会うことがあります。ジョーと私とナラが

いると、他の子が寄ってきて私たちの周りを囲み

ます。他の子がジョーに話しかけると、皆の前で

ジョーはナラに優しく触ります。

　このようにして、ジョー・私・ナラの関係がど

んどん築き上げられていきました。それまでジョー

は、ナラだけを見ていましたが、次第にジョーを

見たり、私の話に集中するようになったのです。

　次のステージは、ナラがいないときのセラピー

です。ジョーは、ナラに対して親愛の情を持って

いましたが、来週はナラのいない状況でやりま

しょうと彼に提案しました。ナラがいないなら来

ないと彼は怒りました。しかし、ナラはいずれ来

ますよと伝え、2週間、ナラのいないセッションを

行いました。その2週間のセッションが非常に大

切だったのです。何かがなかったときにどう対処

したらいいか、というのを教えるチャンスになりま

した。ジョーは私と次第に親しくなっていきまし

た。彼は、ナラがいないということで、私に愛情

表現をするようになったのです。

　次に大事な課題は、父親について話すことで

す。彼の大切な父親も、ナラもいない。1年間そ

ういうことをしたことで、彼の感情は、しだいに安

定し、他者によるコントロールの必要性が減りま

した。また、社会的には、激怒したり、暴力をふ

るったりすることがなくなってきました。友だちと

も、だんだん仲が良くなってきて、学校では非常

にいい生徒に成長しました。ここで強調しておき

たいのは、犬がいなくても、友達に対して、良い

関係性を持つようになったのですが、彼が初めに

やったようにナラの綱を引っ張るという行為は、

他者に命令することとパラレルだったのです。

　ここで、この子について何か質問はありますか？

「説明であった、犬なしでの2回のセッションは、1

年のセッションのうちのどこあたりで行われたか？

また、そのセッションをやろうと思うタイミングは、

どういう判断をしたのですか？」

　ご質問ありがとうございます。そのタイミングは、

子どもと自分がどんな関係を作れたかのタイミン

グです。私はリスクを伴ったかもしれません。ナ

ラがいないことで、ジョーは怒るだろうということ

は分かっていました。ジョーの中で、「来週はいな

い」、「来週は来る」、その次は・・・といった葛藤

があった。セラピーとしては大切ですが、自分で

自分をどうコントロールするかが根底にあります。

この子は、とても父親と密接な関係にありました。

しかし、父親がいなくなったことで、自分の気持

ちのコントロールが出来なくなったのです。この

ようなことは、人生の中で起きやすいことですが、

そういうとき一番大事なのは、どういう手を使って

それをコントロールするか、それをセラピストは

常に考えておかなければなりません。

　さて、次のケースです。患者さんはダンという

男性で50歳、知的に高く、魅力的なビジネスマン

でした。3人の子どもがいて、16、20、22歳です。

事件は、テルアビブのレストランの中で起こりま

した、自爆テロだったのです。テロリストがレスト

ランの中で、マシンガンで撃ち始めました。ダン

は床の上に伏せて、マシンガンから逃げて、倒れ

てきた奥さんのバッグの中から銃を出して、テロ

リストに近づき撃ち殺したのです。

　一つ目のトラウマは自分が攻撃され、周りの人

がたくさん死んだこと。二番目のトラウマは、その

テロリストを自分が殺したことです。

　セラピーが始まる6か月前。PTSDの症状は、重

篤でした。不安と抑うつが重複していました。ま
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た、職業的には、自分の仕事ができなくなってい

ました。さらに、家族とは、終わりのない「いざこ

ざ」を起こしていました。

　彼は、精神科医のところに行って、毎週3回の

セッションを受けていました。2セッションは個別、

1セッションは家族です。彼は、薬を服用するこ

とは拒否し、私に「リハビリ的心理療法」を求め

てきました。彼は、犬がいることにとても驚きまし

た。初めのセッションでは彼はとても抑うつ的だっ

たり、イライラして攻撃的になったり、物音に怖

がったり。そして泣き続けていました。そのとき、

まだナラはいませんでした。

　私は、セッションを前・後の2つに分けたました。

PTSDに対して大切なことが、本人の中に2人が存

在するということです。トラウマ前の自分と後の自

分、2つの人格があるといってよいでしょう。

　そこに、徐々にナラが入ってきました。ナラが

入ってきたと同時に、トラウマ前の自分に変わっ

ていったのです。彼は、すべてのものに怒りを表

していましたが、ナラを撫でていると、「とてもい

い子だね」と言い、優しく声をかけ、だんだん不

安も少なくなってきました。そして、そのような行

動をトラウマ後の自分にも取り込んでいけるように

なっていったのです。

　ジョーのときのように、コミュニケーションの三

角形が次第に構築されて行きました。ナラ、セラ

ピスト、ダンの三角形がよくなってきたのです。

家族セッションのときに、ナラは登場しませんで

したが、犬がいるときといないときの違いを彼に

教え込みました。

　さて、最後に、犬（ナラ）の役割を整理してみ

ましょう。ナラと遊ぶということは、成人のプレイ

セラピーと言えます。普通は、子どもでプレイセ

ラピーを行いますが、犬がいるとことで、大人に

対するプレイセラピーが可能となるのです。大人

であっても、犬と一緒に遊ぶことを繰り返すこと

で、よくなろうとするエネルギーが生じてきます。

　当初、ナラがそばにきて彼の膝の上に顔を置い

たときに、彼はいつも泣きだしました。PTSDの患

者さんの多くは、よく泣きます。泣くことで、感情

を回避するようなところがあります。ナラがそばに

来て自分の膝に顔を置いたときに、彼は泣いて犬

を見る。そして、笑う。泣く、犬を見る、笑う。そ

うすることで、泣くという行動から回避することを

学ぶことになるのです。それから、重要なことと

して、ダンには、ユーモアも出てくるようになりま

した。ロールモデル（役割モデル）としての犬が、

彼に対して幸福感を与えるようになったと考えら

れます。彼には、3人の子どもがいますが、いつ

も3人と戦っていました。ダンは、私が犬に対し

てどう対応しているのかを見て学んだのです。私

が、「犬に対してどういうことをしているか」が、

ダンが「自分が子どもにやっていること」のモデ

ルとなったのです

　犬というのが、情緒的な気づきのチャンスをそ

の人に与えてくれます。他の人にどう共感したら

いいかを教えてくれるのです。

　今、話したことは、セラピーを始めて1年ぐら

いのことですが、最終的には2年間かかりました。

事件が起こる前のダンに、徐々に戻っていったの

です。そして、彼自身、自分がトラウマの前の良

いダンだということに気づいていきました。さらに、

セラピーが終了する頃には、トラウマの前のダン

でも後のダンでもない、新しいダンになったので

す。3番目のダンは、ビジネスに戻ったが、社会

的に段 と々受け入れられ、良い父親にもなりました。

　犬は、情緒的気づきへの生きた仲介役となり、

共感性と他者への気づきを促進したと言えます。

　ここで、このケースについて何か質問はありま

すか？

「今のダンの話で、テロの前のダン、後のダンを

一体化するのに、そこでアニマルセラピーが役

立ったとお考えなのですね？」

　ナラがもっているのはそれだけではなく、複雑

な要素があります。私は、ナラを使うかどうか決

めるのですが、患者さんがナラを呼んだほうがい

いかを私が考えます。そのセッションで、何を中

心に置くかを決心しなくてはいけません。犬を使
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うのがいいと私が判断し、自分でいいと思ってやっ

たが、もしいい結果がでなければナラを入れない。

ナラが患者さんを治すということとは少し異なりま

す。2匹の犬と1匹の猫がいるが、ときに、2匹の

犬とやることもあるし、猫とやることもあります。

子どもの場合、きょうだい間の問題がある場合、

いろいろなコンビネーションを考えて犬や猫を入

れていきます。そして、そこで何が起きているの

か、それらの関係性を理解することが重要なので

す。

　ご静聴、どうもありがとうございました。

（2013年6月15日(土)、宮城学院女子大学にて開催）
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